
スーパーヒーロー
ピーター・ペトレリは自分の周りにいる人間の能力を模倣することが
できる。兄ネイサンのように飛ぶことができるのだ。
不死身のチアリーダー、クレアのように傷を負ってもすぐに回復する…。
おそらく、「彼ら」の中でも最強の力かもしれないのだ。
「チアリーダーを救う」という使命を果たしたピーターだったが、ある
ヴィジョンに身を凍らせる。彼の見た夢の中で、ニューヨーク・シティ
を爆破するのは彼自身だったのだ。　…もしこれが真実であるなら、
いったい誰がピーター・ペトレリから世界を救うのか？



僕はヒーローのはずだ。
こんなところに居るべきじゃない。
意識不明だなんて。やられるなんて。

自分が爆発する夢を見た。
でも、あれは僕じゃない！

あれが
やつは銀行強盗をして、
僕をはめようとジェットパック・スーツを使った。

そう、これだ。
これこそ
僕なんだ。

ニューヨーク・シティニューヨーク・シティニューヨーク・シティ

ザ・ロケットザ・ロケットザ・ロケット



悪者は僕じゃない。
僕はヒーローだ。

僕は悪と戦うんだ。

あのスーツのおかげで
ザ・ロケットは不死身かもしれない。

でも僕には力がある。
僕は飛べる。
ジェットパックなんていらない。



十分な高度まで
引き上げれば、
ジェットパックは
破損するはず…



そうして、
何かに叩きつけて
あのスーツを壊せばいい。

例えば地面だ。

これで、
奴を止められるはず。





ピーター、あきらめろ。
自分を変えることは
できないさ。

ち、違う！
僕じゃない！

僕はヒーローの
はずだ。

悪者じゃない。
僕は悪党じゃない！ 僕は…

ヒーローだ…


